
 CAD/CAM HB 冠のレジンブロック材料変更の

お知らせです。弊社では 2014 年に CAD/CAM 

HB 冠が保険適用されてから、材料の進化にあわせ

て最適な商品を選択してきました。現在は、色調に

よって YAMAKIN 製とペントロンジャパン製を使

い分けていましたが、この度すべてデンケン・ハイ

デンタル製に変更します。 

 今回の材料変更によって曲げ強度が最大 35％も

高くなるので、破折に対して強くなります。また、

レジンの強度はドライ状態より吸水状態の方が低

下するのですが、前歯・小臼歯部では従来よりも吸

水量が大幅に少なくなります。そのためより壊れに

くくなったといえます。吸水量が少ないと変色もし

にくくなるので、審美性が良くなるというメリット

もあります。色調に関しては、大臼歯部でA1 を選

択できるようになりました。 

 新材料への移行は今月末ごろを予定しておりま

すので、ぜひご利用ください。 

記事：宮岡 
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技工所スリービー・ラボラトリーズが毎月お届けするニュースレター 

曲げ強度 最大35％ アップ 

■支台歯形成のポイント 

■進化した３層構造のグラデーション 

各層をランダムに波状に重ねることで、光を複雑に屈

折させます。これにより、境目のない自然なグラデー

ションを表現します。 

※3層構造のレジンブロックは 

  前歯部のみ対応 

■新旧レジンブロック比較 

 曲げ強度  
（MPa） 

吸水量 
（µg/m㎥ ）  

対応シェード  

前歯部 
（Type-Ⅳ） 

200 269 25 18 A1, A2, A3, A3.5, A4 A1, A2, A3, A3.5, A4 

小臼歯部
（Type-Ⅱ） 

200 269 25 17 A1, A2, A3, A3.5, A4 A1, A2, A3, A3.5, A4 

大臼歯部
（Type-Ⅲ） 

270 290 17 18 A2, A3, A3.5 A1, A2, A3, A3.5, A4 



 

 

 低アルコールやノンアルコール飲料が順調に売り上

げを伸ばし、今やノンアルコールのビールは飲料の定

番となっています。そして、2019 年の夏に発売され、

ヒットを飛ばしているのが日本酒テイストのノンアル

コール飲料。大吟醸酒の香りや風味がそのままで、「と

てもおいしい」と SNS などでも話題となっています。

アルコールが 0％というだけでなく、糖質ゼロという

点も体重を気にする人を中心に受け入れられました。 

 実は 2019 年に発売されたのは改良版で、初代が発

売されたのは 2014 年。健康上の理由で日本酒が飲め

なくなった層をターゲットに

開発したものでした。日本酒好

きの人に受けるようにしたた

め、「日本酒らしい苦味がある」

「飲みにくい」と、味の点で評

価が分かれ、失敗に終わりまし

た。そこで、開発者はフルー

ティーな味わいの吟醸酒テイストなら若者や女性にも

好まれ、万人受けするだろうと目標を定め、改良。今回

のヒットにつながっています。 

 ラインナップは「スペシャルフリー」と「スペシャル

フリー辛口」の２種類。透明のびん入りで、大人っぽい

シックなラベルも人気の理由です。 

 
 

Google Play やiTunes App Store からダウンロードが可能です。 

アプリは、アンドロイドのバージョン、iOSによってはご利用になれない場合がありますので事前にご確認ください。 

 

 ふと夜空を見上げたら星が輝いていた。そんなと

き、見ている星や星座の名前を知りたくなります。「星

座表」はスマートフォンを空にかざすと、向いている

方角の星や星座が表示され、解説が見られるというも

の。1400 万人以上が使っている人気アプリです。表

示される星は12万5000種類以上、星座は88種類

で、太陽や月のほか、太陽系のすべての惑星が表示さ

れます。 

 しくみは GPS の技術によるもの。見え

る星や惑星の位置をリアルタイムで割り

出し、場所を正確に示してくれます。魅力

は星座のグラフィックがとてもきれいな

点。眺めていると、自分だけのプラネタリ

ウムにいるような気分になれます。 

 自分が見ている星だけでなく、スマートフォンを地

面に向ければ、地球の裏側にある空の様子も知ること

ができます。また、スマホをぐるぐる回転させること

で、惑星を 360 度の角度から眺めることもでき、地

面の様子や温度、重力などの情報も表示されます。こ

れまで星や宇宙に興味がなかった人でもこのアプリ

できっと興味津々となるでしょう。ひとりで楽しむの

もよし、家族や友人と一緒に楽しむのもよし。宇宙に

思いを馳せていると、自分が抱える悩みなどとるに足

らないものだと思えてくるでしょう。 

【星座表】 （無料） 

 

 



・提供できるもの： 自費補綴物全般 
            （ジルコニア、プレスセラミック、メタルボンド、インプラント技工、 

                            ハイブリットレジン、金属冠、ファイバーコア、ＴＥＫなど） 

・会社住所 ： 東京都新宿区大久保1-2-17 新宿サンエービル 

・連絡先  ： 電話 03-3204-8891 / Fax 03-3204-8895 

・ＵＲＬ  ： ｈｔｔｐ：//３ｂ-ｌａｂ．ｊｐ 

・E-mail  ： technician@3b-lab.jp 

技工物や技工所でお困りな歯科医院

様や先生がいらっしゃいましたら、

ぜひお問合せを頂けましたら幸いで

す。 

 

03-3204-8891 

info@3b-lab.jp 

担当：島田 勝家 

 コロナ禍もあり、家でごはんやスイーツを楽しむス

タイルが定着しています。利用者が増えているのが冷

凍食品のネット販売です。冷凍食品のメリットは消費

期限が長い、保存料が少ない、フレッシュな状態を保

てるなど。それらに消費者が気づき、家庭用の冷凍食

品市場は右肩上がり。ひと昔前は冷凍食品は味がイマ

イチという印象でしたが、最近では味も遜色のない商

品がそろっています。なかでも急成長しているのが、

冷凍のスイーツです。冷凍庫に入れておけば食べたい

ときにすぐに食べられるという手軽さで人気です。 

 冷凍スイーツで話題となっているのが「CHEESE 

WONDER」で、誕生させたのは長沼真太郎氏。長沼

氏と言えば、ブームにもなったチーズタルト「BAKE」

の創業者として知られる人物です。長沼氏は2020年

に北海道札幌市に株式会社ユートピアアグリカル

チャーを設立。放牧酪農によって作った牛乳、平飼い

飼育で産ませた卵など、材料に強いこだわりを持って

います。また、北海道大学と協力し、土壌のCO2の吸

収を増やし、酪農による費用を抑えておいしい牛乳を

作るといった実験も行っています。 

 そんなユートピアアグリカルチャーで最初に作ら

れたのが CHEESE WONDER。昨年２月からネット

販売がはじまりました。手作業で作られるため販売数

が限られ、販売直後に完売。９月からは予約販売のシ

ステムに変更しましたが、１週間で３カ月先まで予約

分が完売し、手に入りにく

い商品となっています。 

 そしてもうひとつ、昨年

の 10 月に販売がスタート

した「Nukumel（ヌクメ

ル）」も話題のスイーツ。冷凍状態で届くチーズケーキ

で、食べるときに電子レンジで温めることで完成する

というものです。実はこちらも長沼氏が手掛けたス

イーツで、販売は同名の「ヌクメル」。代表取締役は佐

野和哉氏です。広告会社の営業、ブランドの企画開発、

コンサルティング、リサーチなどさまざまな職種を経

てきた佐野氏は、幅広い経験があるのが強み。佐野氏

と長沼氏がタッグを組み、生み出したのです。 

 ヌクメル誕生のきっかけは長沼氏が子どものころ、

工場で焼き上がったばかりの温かいチーズケーキを

食べ、感動したという話がヒントになっています。こ

だわりは上質な材料だけでなく、容器やパッケージに

も。容器は均一に温めることができる陶器を採用。そ

して、ハイセンスなパッケージに入っています。ヌク

メルも同様に、販売直後に完売。毎週日曜日と月曜日

の午後９時から予約を受けつけるも、毎回３分で売り

切れてしまうという人気ぶりです。 

 味はもちろん、「上質な素材」「インスタ映えする容

器やパッケージ」「特別感を感じられるもの」というの

が、スイーツがヒットするポイントとなりそうです。 

 



 

２
０
１
８
年
に
経
済
産
業
省
が

「
Ｄ
Ｘ
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発

表
し
、
国
を
挙
げ
て
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る
、
プ

ロ
セ
ス
を
構
成
し
直
し
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
た
り
コ
ス
ト
や
時
間
を

削
減
し
た
り
す
る
、
働
き
方
を
よ
り

よ
く
す
る
、
企
業
の
あ
り
方
を
見
直

す
と
い
っ
た
内
容
が
、
企
業
が
解
決

す
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
都
大
崎
に
あ
る
焼
き
鳥
店

「
焼
鳥
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
で
は
、
個
人

が
持
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
注
文

や
会
計
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
と

り
入
れ
て
い
ま
す
。
客
が
店
に
行
っ

て
席
に
着
い
た
ら
、
店
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
と

り
ま
す
。
す
る
と
、
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
店
の
注
文
画
面
が
表

示
さ
れ
、
焼
き
鳥
の
種
類
や
味
つ

け
、
本
数
な
ど
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
情
報
を
入
力
す
る
こ

と
で
会
計
も
個
別
に
行
え
る
よ
う

に
。
客
側
と
し
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
店

員
を
呼
ば
な
く
て
も
注
文
で
き
る

点
、
支
払
い
が
ス
ム
ー
ズ
な
点
が
メ

リ
ッ
ト
で
す
。 

 

一
方
、
店
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
注
文
に
か
か
る
人
手
、
レ

ジ
に
か
か
る
人
手
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
人
件
費
削
減
に
つ
な
が
る

の
で
す
。
業
務
が
効
率
的
に
な
っ
た

分
、
手
間
や
時
間
が
減
り
、
サ
ー
ビ

ス
や
客
と
の
会
話
に
さ
く
時
間
が

増
え
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
の

は
東
京
都
品
川
区
に
本
社
を
置
く
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
「
ト
レ
タ
」
。
代

表
の
中
村
仁
氏
は
話
し
ま
す
。
「
人

間
は
も
う
機
械
の
よ
う
な
お
も
て

な
し
を
し
な
く
て
い
い
。
そ
れ
は
機

械
に
任
せ
よ
う
」。 

 

一
方
、
仕
込
み
を
外
注
す
る
こ
と

で
時
間
や
手
間
を
省
く
ア
プ
リ
も

あ
り
ま
す
。
東
京
都
に
あ
る
そ
ば
店

「
そ
ば
だ
屋
」
は
無
添
加
の
だ
し
と

国
産
十
割
り
そ
ば
の
人
気
店
。
だ
し

と
そ
ば
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
も

の
の
、
そ
の
ほ
か
の
具
材
は
ア
プ
リ

を
使
っ
て
外
注
し
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
市
の
「
シ
コ
メ
ル
フ
ー
ド

テ
ッ
ク
」
が
開
発
・
運
営
す
る
「
シ

コ
メ
ル
」
と
い
う
名
前
の
ア
プ
リ

で
、
店
側
が
レ
シ
ピ
を
運
営
会
社
に

渡
し
、
運
営
会
社
は
提
携
す
る
食
品

工
場
の
中
か
ら
工
場
を
探
し
ま
す
。

そ
し
て
、
工
場
は
材
料
の
手
配
か
ら

調
理
を
レ
シ
ピ
ど
お
り
に
行
う
と

い
う
し
く
み
。
ま
る
で
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
よ
う
な
感

覚
で
ア
プ
リ
で
注
文
し
、
必
要
な
日

時
に
必
要
な
具
材
が
届
く
と
い
う

手
軽
さ
で
す
。
そ
ば
だ
屋
で
は
こ
れ

ま
で
仕
込
み
に
数
時
間
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
が
必
要
な
く

な
り
、
余
裕
が
出
て
き
た
と
か
。 

 

「
シ
コ
メ
ル
」
は
２
０
２
０
年
の
秋

に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
導
入
す
る
店

舗
が
増
え
、
１
年
で
１
０
０
０
以
上

の
飲
食
店
が
導
入
し
て
い
ま
す
。
代

表
の
西
原
直
良
氏
は
言
い
ま
す
。

「
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
店
の
運
営
が

軽
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
で
き
る

だ
け
接
触
し
な
い
で
済
む
こ
と
を

望
む
人
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
、
飲

食
店
の
人
手
不
足
を
解
消
し
た
い

と
い
う
要
望
に
合
致
し
、
Ｄ
Ｘ
が
具

体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
Ｄ
Ｘ
」
は
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
、
人
々

の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
」
と
い
う
意
味
で
、「
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
と
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
Ｄ
Ｘ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
と

り
入
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 



 

 

論
語
で
し
ば
し
ば
登
場
す
る
、「
仁
」

と
い
う
言
葉
。
仁
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、

論
語
の
中
で
孔
子
は
は
っ
き
り
と
は

語
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仁
は
言
葉
に
す
る

の
が
難
し
く
、
ま
た
、
限
定
す
る
と
そ
れ

に
し
ば
ら
れ
、
正
し
く
実
践
で
き
な
い

か
ら
で
し
ょ
う
。 

 
こ
こ
で
は
、
人
間
が
暮
ら
す
の
に
必

要
な
水
や
火
よ
り
も
仁
が
大
切
で
あ
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。
水
は
洪
水
を
起
こ

し
、
火
は
火
事
を
起
こ
す
な
ど
、
人
を
傷

つ
け
た
り
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
も
あ

り
得
ま
す
。
し
か
し
、
仁
は
ど
れ
だ
け

あ
っ
て
も
人
間
を
傷
つ
け
た
り
死
な
せ

た
り
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
補
足
し
て
い
ま
す
。
仁
は
と
て
も
重

要
な
も
の
で
、
も
っ
と
求
め
る
べ
き
だ

と
い
う
孔
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
言

え
ま
す
。 

 

さ
て
、
仁
は
ひ
と
言
で
は
言
い
表
せ

な
い
も
の
の
、
「
思
い
や
り
の
心
」
と

い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

間
生
活
の
す
べ
て
の
基
盤
と
も
言
え
る

も
の
で
、
身
に
つ
け
た
い
も
の
。
人
が
人

を
思
う
心
、
そ
ん
な
仁
を
み
ん
な
が
持

て
ば
、
よ
り
よ
い
社
会
に
な
る
、
そ
の
よ

う
な
社
会
に
な
る
こ
と
を
孔
子
は
望
ん

で
い
た
の
で
す
。 

 

子
路
篇
第
13
の
12
に
も
「
仁
」
に
つ

い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
如
（
も
）
し
王
者
あ
ら
ば
、
必

ら
ず
世
に
し
て
後
に
仁
な
ら
ん
」。
訳
は

「
も
し
徳
の
あ
る
指
導
者
が
現
れ
て
政

治
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
仁
が
国
中
に

い
き
わ
た
る
に
は
一
代
（
30
年
）
は
か

か
る
だ
ろ
う
」
で
す
。
国
中
の
人
が
仁
の

心
を
持
つ
こ
と
を
孔
子
が
強
く
望
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

【
原
文
】 

子 し

曰 い

わ
く
、
民 た

み

の
仁 じ

ん

に
於 お

け
る

や
、
水 す

い

火 か

よ
り
も
甚

は
な
は

だ
し
。
水 す

い

火 か

は
吾 わ

れ

蹈 ふ

み
て
死 し

す
る
者 も

の

を
見 み

る
。

未 い
ま

だ
仁 じ

ん

を
蹈 ふ

み
て
死 し

す
る
者 も

の

を

見 み

ざ
る
な
り
。 

  

（『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五
の
三
十
五
） 

   

【
意
味
】 

孔
子
が
言
っ
た
。
「
民
に
と
っ
て
仁
は
水
や

火
よ
り
も
大
切
な
も
の
だ
。
水
や
火
に
踏

み
込
ん
で
死
ぬ
人
も
い
る
。
し
か
し
、
仁
に

踏
み
込
ん
で
死
ん
だ
と
い
う
人
を
見
た
こ

と
が
な
い
」
と
。 


